
令和８年度「東安居苑」事業計画 （令和8年4月1日～令和9年3月31日）

1 収入 ①稼働率（％） ②要介護度

R5年度 R6年度 前年差
R7年度
（見込）

前年差
R8年度
（計画）

前年差 R5年度 R6年度 前年差
R7年度
（見込）

前年差
R8年度
（計画）

前年差

特養 99.3 99.3 0.0 99.5 0.2 99.5 0.0 4.1 4.1 0.0 4.1 0.0 4.1 0.0

短期入所 93.0 95.3 2.3 95.0 -0.3 95.5 0.5 3.1 3.0 -0.1 2.8 -0.2 2.8 0.0

小規模多機能 89.7 92.8 3.1 94.4 1.6 95.0 0.6 2.3 2.1 -0.2 1.9 -0.2 2.0 0.1

居宅介護支援 79.1 75.1 83.0 7.9 1.8 0.9 1.0 0.1

包括支援センター 3,808 3,322 -486 2,889 -433 2,904 15 登録者２９名/月、宿泊数平均４人/日を確保する。(令和７年度平均２７.４名、２.９人）

（現状と対策）

【施設介護】 重度者(要介護度４以上)の比率が８割を超え、入院リスクの管理及び介護業務の増加が課題。

今年度実績：看取り１９名、入院しそのまま退居３名。介護、看護、主治医との連携強化継続。

【短期入所】 報酬改定による長期利用減算に注意し、稼働率９５％以上を継続して確保していく。 来年度末は、令和９年度介護報酬改定の情報収集を行い新しい加算取得の準備をする。

サービス提供加算を「Ⅱ」から「Ⅰ」に切替、さらなる上位加算に取組む。 新処遇改善(約２％)に取組、従業員満足度を上げる。

2 支出 ①人件費率 （事業活動収入、人件費：単位：千円） ②その他経費（単位：千円）

R5年度 R6年度 前年差
R7年度
（見込）

前年差
R8年度
（計画）

前年差 R5年度 R6年度 前年差
R7年度
（見込）

前年差
R8年度
（計画）

前年差

事業活動収入 342,796 351,926 9,130 355,324 3,398 377,106 21,782 11,727 13,083 1,356 13,238 155 13,705 467

人件費　 227,279 232,479 5,200 237,776 5,297 250,285 12,509 2,733 5,454 2,721 3,635 -1,819 5,100 1,465

人件費率 66.3% 66.1% -0.2% 66.9% 0.9% 66.4% -0.5% 1,634 1,927 293 1,791 -136 1,826 35

（現状と対策） 404 519 115 460 -59 509 49

・新卒及び専門職の人材確保を継続。新処遇改善に取組、従業員満足度を上げる。 935 997 62 573 -424 1,109 536

　また、国が進める介護の業務改善「生産性向上」情報に注意し、取り組んでいく。 3,164 2,822 -342 2,913 91 3,686 773

（設備投資）

3 人材の採用、定着、育成 ・固定資産取得支出 ⋯　ＷｉＦｉネットワーク入替(１１,３００千円)

・新卒者の確保に努める（今年度実績：0人）。　次世代を見越し高卒者の獲得を目指す。 ⋯　ナースコール・電話設備更新入替(１７,５８９千円)

・離職者を避けるため、職員のメンタルヘルスや職員のライフスタイルの変化に応じた働き方の要望を

　面談等で吸い上げ、長く続けられる職場の環境整備に努める。

・職員研修・勉強会を再開していき、認知症関連資格、ユニットリーダー研修の取得を促していく。

・ケアマネの更新制度も変更になりました。更新はもちろん取得も促していく。

(その他)

4 利用者サービスの質の向上

・ユニットケア(個別ケア)の質を高め、入居希望、入職希望者が集まる事業所を目指す。

・事業所内の自己評価のみならず、運営推進会議など第三者によるサービス評価を実施する。

・地域の社会資源として情報発信をし、地域の高齢者からも頼られる事業所を目指すため行政、

　他施設及び医療機関と連携し地域の高齢者の生活を支援していく等、地域との協働を取り入れていく。

・医療機関との取組は今後重視されるので、現状以上に取組んでいく。
・防犯・防災対策に力を入れ、職員研修を実施し、利用者及び職員が安心安全に生活できるよう配慮する。

5 地域における公益的な取組

・地域の認知症高齢者支援の一環として、地元公民館や近隣住民の方々との「認知症高齢者一人歩き

　見守り模擬訓練」を実施し、高齢者の安心安全な生活に取り組んでいく。

　認知症高齢者対応に関し、地域行事や公民館などと連携を図り地域介護包括システムを構築していく。

6 年間行事

節分・ひな祭り

※納涼祭・クリスマス・餅つきなどは、家族、地域住民を含めた多数での開催を企画していく。 必要に応じた職員ストレスチェック、

　その他として、地域小学校・中学校の職場体験受け入れ及び福井大学医学生の研修受入れを行う。 ※避難訓練は、地域住民と合同開催

7 理事会への報告事項（理事長専決事項は全て記入）

・令和７年度　物価高騰対策支援事業補助金受領　２,９１４千円（福井市より）
・令和７年度　介護分野の職員の賃上げ・職場環境改善支援補助金　４,７２５千円（福井県より）
・入札にて、ＷｉＦｉネットワーク入替(１１,３００千円)、ナースコール・電話設備更新入替(１７,５８９千円)

　「介護テクノロジー導入・業務改善支援事業」の補助金を活用し、　東安居苑負担金額　７,２２２千円。

両方とも入札により購入先を決め、「介護テクノロジー導入・業務改善支援事業」
(国：３/４)を活用予定。補助金金額：２１,６６７千円。

③介護予防支援計画（件）

【包括支援ｾﾝﾀｰ】「介護予防支援計画」及び「総合事業計画」を月平均２４０件を目標とする。
今後、児童、障がい福祉も窓口とする「多面的ワンストップ相談窓口事業」が求められる。

【全　　体】

職員を１名増員し、２名の正社員と１名のパート職員体制とし、更なる登録利用者を獲得していく。

賃借料

水道光熱費

修繕費

介護用品費

特養

短期入所

小規模多機能

「誕生会」及び季節に沿ったイベント食の提供 各種委員会・施設内勉強会（毎月） 水害訓練(1/年)職員健康診断(2/年)・ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種

【居宅介護支援】

居宅介護支援

【小規模多機能】

その他2月・3月

研修研究費

事務消耗品費

・職員のストレスチェック値が高い現状がある。産業医と相談の上、必要があれば、随時
　ストレスチェックの回数など増やし、体調管理、離職を未然に防ぐなど対応していく。

・積極的に資格取得を促し、加算取得、加算継続に問題の無いよう注意し、職員一人ひとりに
　必要な知識・技術を向上させ、施設全体の介護の倫理・資質向上を図る。

・国が推し進める「生産性向上推進」を職員にも浸透させ、
　　１．科学的介護情報システム(ＬＩＦＥ)
　　２．ケアプランデータ連携システム
　　３．介護情報基盤ポータブル
　など令和９年度の介護報酬改定に向けた準備を進める。

クリスマス･餅つき･忘年会･新年会 消防設備点検・避難訓練(2/年)・防犯訓練(1/年)

4月・5月 6月・7月

入所判定会議・幹部会議・運営推進会議

会議・委員会8月・9月 10月・11月 12月・1月

お花見など外出行事 七夕会(熱中症対策) 納涼祭･敬老会･運動会 寿司パーティ･紅葉ドライブ
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